
一柳満喜子夫人とヴォーリズ氏

子爵の家に生まれた一柳（ひとつやなぎ）満喜子
夫人は、ヴォーリズの近江ミッション、すなわち
1910年にヴォーリズが興した「建築設計で得た 
利益をキリスト教の伝道と社会奉仕活動に用いる
事業」を、家族の立場から支えることを決意し、
1917年にヴォーリズ設計の明治学院礼拝堂(1914
年竣工)にて結婚式が盛大に執り行われました。

満喜子夫人も活発な女性で、1920年に清友園幼稚
園（ 現在の近江兄弟社学園 ）の教育事業を始めて
います。ヴォーリズも同年にメンソレータム（現在
の近江兄弟社メンターム）の販売も始めて、 近江
ミッションは建築設計以外の事業を展開していき
ました。
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†　概　要　¢

 竣工：１９５３年（ 昭和 28 ）4月26日
 構造：木造平屋建 一部２階建　塔屋付
 屋根：スレート葺
 外壁：（上部）モルタル塗（腰）下見板張
 設計：ヴォーリズ建築事務所
 登録年月日：２０１２年（ 平成 24 ）8月13日
 登 録 基 準 ：造形の規範となっているもの

国登録有形文化財

日本福音ルーテル復活教会

建 物 解 説

戦前の建物

1945年5月14日、名古屋
市北部の市街地を中心に
最大規模の空襲があり、
ルーテル復活教会の前身
である、この大曽根講義
所も焼け落ちました。

教会とは

Churchとは本来、「集会所」という意味
を持ちます。人々が神を賛美するために集
う場所がChurchなのです。光と歌に満た
されたかけがえのない木質の空間が、心に
やすらぎを与えてくれます。

主日礼拝  毎日曜日  午前１０時３０分～
こども礼拝  毎日曜日  午前９時４５分～

どなたもご参加いただけます。

1934年（ 昭和 9 ）献堂



文化財へのストーリー
1984年にアメリカから着任した戸田裕牧師
が「これはひょっとすると 重要な書類かも
しれない」と不要品にまぎれた図面や書類を 
取出し、丁寧にファイリングをして本棚へ　
保管しました。そして、26年の歳月が経ち
「この教会にまつわる資料は・・」と戸田　
牧師に問いかけたのは、偶然、コンサートに
立ち寄り、教会が気になった名古屋市職員。　
ヴォーリズ建築であることが分かり2012年
に晴れて国登録有形文化財となりました。 

「秘められた名古屋」より ( 風媒社刊 2015 )

建物のみどころ
日本福音ルーテル復活教会

ギターコンサート

復活教会について語る  戸田 裕 牧師
なごや歴まちサポーター　　　   山田 和正
なごや歴まちびと / 一級建築士　山田 美紀子


